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一
般
質
問

答 

弁

低
山
の
散
歩
は
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す

富富ふ

じ

ふ

じ士士
山山や

ま
や
ま

に
ハ
イ
キ

に
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を

ン
グ
コ
ー
ス
を

低
山
ハ
イ
ク

低
山
ハ
イ
ク

Ｑ
小
中
学
校
再
編
計
画
で
は
、
令
和

12
年
に
は
多
く
の
中
学
生
が
自
転
車
で

現
欅
台
中
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な

る
。
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長
ほ
か　

町
道
１
０

９
号
線
を
自
転
車
で
通
行
す
る
の
は
危

険
で
あ
る
た
め
、﹁
自
転
車
通
行
可
能

な
歩
道
﹂
に
指
定
で
き
る
か
協
議
し
ま

す
。
現
在
歩
道
の
な
い
町
道
１
１
４
号

線
に
﹁
自
歩
道
﹂
を
整
備
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
く
、
ル
ー
ト
の
変
更
を
含

め
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
ま
す
。

消
防
団
へ
の
支
援
の
継
続
を

　Ｑ
消
防
後
援
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

と
支
援
を
し
て
き
た
の
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

活
動
に
必

要
な
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
資
機
材
等
の
購

入
や
、
長
時
間
出
動
し
た
際
の
軽
食
支

援
、
消
防
団
へ
の
労

ね
ぎ
ら

い
と
お
互
い
の
顔

が
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
場
と
し
て
慰

労
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
消
防
団
へ
物
品
を
供
与
す
る
こ
と

の
問
題
点
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

埼
玉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
対
し
、
違
法
性
の
疑

い
の
あ
る
協
力
金
等
は
今
後
受
け
取
ら

な
い
趣
旨
と
し
て
回
答
し
ま
し
た
。

答 

弁
ル
ー
ト
の
変
更
を
含
め

様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
ま
す

中
学
生
の
自
転
車

中
学
生
の
自
転
車

通
学
の
安
全
を

通
学
の
安
全
を

安
全
対
策

安
全
対
策

井
い ぐ ち

口亮
りょういち

一議員
が町に問う！

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

Ｑ
﹁
お
が
わ
学
﹂
は
県
立
小
川
高
校

と
の
結
び
つ
き
を
感
じ
る
が
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

小
中
高
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
﹁
知
る
﹂﹁
学
ぶ
﹂﹁
活
か
す
﹂
の
体

験
学
習
を
展
開
し
ま
し
た
。

Ｑ
高
校
裏
の
﹁
富
士
山
﹂
に
登
る
と

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
南
北
に
広
が
る

景
色
は
素
晴
ら
し
い
が
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

眼
下
に
見
え
る

高
校
を
た
ど
り
、
日
光
を
浴
び
な
が
ら

の
山
歩
き
は
、
睡
眠
の
質
向
上
な
ど
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
役
立
ち
、
適
度

な
運
動
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ
こ
の
周
辺
に
は
、
地
層
や
鉱
物
の

露
出
が
見
ら
れ
、
地
学
部
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
ま
た
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が

あ
る
な
ど
学
び
の
コ
ー
ス
だ
が
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
、
散
策
し
な
が
ら
説
明
を
聞

く
自
然
観
察
会
を
実
施
す
る
際
は
、
こ

の
地
域
を
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
提
案

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
町
民
が
家
族
と
出
か
け
る
日
常
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

３
密
を
避

け
、
効
率
の
よ
い
有
酸
素
運
動
と
し
て
、

身
体
と
心
の
健
康
の
た
め
に
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

通勤時間帯は様相が変わる114号線

マスクに関しては、外す外さないを強制

せずに、それぞれ自分のタイミングで

外していけたらいいなと思います。
（N・Mさん　24歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

富士山方面から見降ろす中心市街地

介
護
と
医
療

介
護
と
医
療根

ね ぎ し

岸成
な る み

美議員
が町に問う！

答 

弁
開
発
と
自
然
環
境
と

の
調
和
に
努
め
ま
す

町
の
進
む
べ
き

町
の
進
む
べ
き

方
向
性
は

方
向
性
は

環
境
保
全

環
境
保
全鈴

す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

自然環境との調和を

介護医療連携は人々の尊厳を支援する

今まで我慢してきた分、これからは

いろんな町に旅に行きまくりたいなぁ！
（J・Tさん　３4歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

ＴＰＯに応じて、柔軟に行動します。

これからは、お互いに顔も見られ

て安心しますね。（A・Mさん　68歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

方針が出されているので、それ

を基本とします。これからは、

いろいろと楽しみです。
（M・Bさん　50歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

つづく！

答 

弁
多
職
種
間
の
連
携
と

強
化
を
図
り
ま
す

一
体
的
シ
ス
テ
ム

一
体
的
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は

の
構
築
は

Ｑ
超
高
齢
社
会
の
中
で
、
医
療
や
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
環
境
整
備
が
喫

緊
の
課
題
だ
が
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

比
企
地
区
９

市
町
村
の
医
療
介
護
関
係
者
で
連
携
推

進
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
域

連
携
シ
ー
ト
や
医
療
介
護
の
情
報
共
有

ツ
ー
ル
の
作
成
、
地
域
住
民
へ
の
講
演

会
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
多
職
種
間

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
介
護
・
医
療
の
両
保
険
制
度
が
持

続
す
る
た
め
に
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

令
和
７
年
に

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
介
護

給
付
総
額
が
創
設
時
の
約
３
倍
、
保
険

給
付
費
等
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
令
和
４
年
よ
り
高
齢
者
の
心
身
の

多
様
な
課
題
に
対
応
し
、
き
め
細
や
か

な
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
、
適

正
な
医
療
の
受
診
へ
導
く
等
、
医
療
面

の
健
康
支
援
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
効
果
的
な
介
護
予
防
の
実
施
で
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
大
規
模
開
発
に
当
た
っ
て
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
当
町
の
自
然
を
活
か

す
﹂
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。
特
に
﹁
さ

い
た
ま
小
川
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
﹂
の
森

林
伐
採
、
山
の
改
変
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

小
川
町
第
５
次

総
合
振
興
計
画
に
﹁
自
然
と
文
化
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
掲
げ
て
お
り
、

﹁
さ
い
た
ま
小
川
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
﹂
建

設
予
定
地
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
、﹁
周
辺
の
自
然

環
境
と
の
調
和
に
努
め
る
﹂
と
し
て
い

ま
す
。
開
発
事
業
者
に
対
し
、﹁
自
然

環
境
と
の
調
和
﹂
に
努
め
る
よ
う
求
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
大
規
模
開
発
を
止
め
た
事
例
を
見

る
と
、
首
長
の
決
意
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
改
め
て
町
長
の
考
え
は
。

Ａ
町
長　

事
業
者
か
ら
住
民
へ
納
得

の
い
く
説
明
が
行
わ
れ
、
合
意
形
成
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が

な
け
れ
ば
、町
と
し
て
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

教
員
の
確
保
と
学
校
給
食

Ｑ
臨
時
教
員
の
確
保
と
給
食
セ
ン

タ
ー
の
今
後
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

臨
時
教
員
の
確

保
は
難
し
い
状
況
で
す
。
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
総
合
的
に
考
え
ま
す
。


